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被災 2 週間の坂町小屋浦地区・「このまま帰っていいのか・・・」 

つなぐ・明日のボランティアに。そして復興へ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県坂町は死者 16 名、中でも呉市と面している小屋浦地区の被害は大きく、当日も行方不明者の

捜索が私たちの活動場所で行われていました。その地区に、7月 22 日（日）、災対連の呼びかけの中、

全教中央や全教広島の組合員、医労連、民青、自治労連などから 34 名が参加しました。 

私たちの入った小屋浦 3 丁目は、ボランティアセンターのある小屋浦小学校から 10 分ほどの距離です

が、被災から 2週間の昨日からやっとボランティアが入り始めた地域です。34名は 10 数名ずつにわかれ、
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M さん、Sさん、Dさんの３ 軒に入りました 

S さん、D さんにお話を聞きました。S さんは夜８ 時半頃一階でテレビを見ていたら、ドンという大きな

音がした後、停電になり、すぐにガラスを打ち破って水が入ってきたとのこと。真っ暗な中、部屋から流さ

れそうになった奥様の手をつなぎ、やっとのことで二階に避難。夜１ ０ 時過ぎに消防署の船きて二階から

命からがら脱出されました。 

D さんは、「家の中がぐちゃぐちゃになって、ボランティアがはいったのはやっと昨日です」と話され、 

「父は避難所にいるが、私は毎日会社に泊まっている。私の帰るところはここしかない」と、床上１ メー

トルの浸水で入ってきた３ ０ ㌢の汚泥とともに割れた窓や、へしまがった窓枠をみながら話されます。 

  

なんとかしたい、なんとかしなければ・・ 

猛暑で悪臭の中、「１ ５ 分作業、１ ０ 分休憩」で始めた作業ですが、１ ５ 分持たず、１ ０ 分作業、

１ ０ 分休憩に変更しました。 

 「なんとかしたい」「なんとかしなければ」のおもいで、３ ４ 人が必死で土砂をかき、瓦礫を取り除

きました。やっと見えた真っ黒い畳。そこで１ ２ 時の修了となりました。 

 被災から２ 週間後に来たボランティアに、住人の方は嬉しそうでしたが、今度この家々にボランティア

が入るのはいつの日でしょう。（この地区は、要望に対してボランティアが圧倒的に足りません） 

しかし、おもいをつなぎ、明日以降のボランティアに活動を委ねる。私たちのスコップひとかきひとか

きが、確実に復興につながると思いましょう。 

 「ありがとうございます」と頭を下げる住人の方に「がんばりましょう」とつい言ってしまう私たち。皆

さんは頑張りすぎるほど頑張っているのに・・・。 

 D さんの家の横では、行方不明者の捜索が自衛隊と福岡県警の合同で行われています。さまざまな思

いの中での作業でした。 

 

 

 

 

 

 

 



 

自治労連は安芸区畑賀地区に 

復興が少しづつ進んでいることを実感し 
７ 月 21 日（土）、先週に続きに畑賀にボランティアで入りました。今日は組合員５ 人と家族１ 名の６

名です。 

受け入れ先の畑賀福祉センターは、前回と比べてオリ

エンテーション～地域移動がスムーズで、驚いたのはジ

ャンボタクシーや８ 人乗りハイエースが複数台用意され、

ボランティア参加者を運搬してくれたことです。 

私たち６ 人は畑賀の為角（ためずみ）という地域に他

のボランティアの方々と入りました。この地域は３ 軒が被

害に遭っていました。私たちが入ったお宅は、家の裏の

竹林が豪雨で崩れ、土砂がお宅の庭に堆積していたの

で、その土砂を土嚢袋に入れる作業でした。堆積土砂は

竹の根？ と思われるものが多数あり、その根があるため

になかなか土砂をかくことができないため、途中、なたで切ったりしながら土砂を土嚢袋に詰めました。 

１ ５ 分作業し１ ５ 分休憩を繰り返し、相当量の土嚢袋が積まれました。前回より作業時間は長かった

ですが、雲が多く、日差しが多少遮られたためか、疲労度はいささか軽く感じました。 

福祉センターに戻ると地域の方々がそうめんと冷えた飲料を用意

されており、そうめんの美味しかったこと！  

私たちを運搬してくれた運転手は仙台から来られた方で、全国支

援に大変感謝しました。 

初めてボランティアに参加した I君は、「今日から夏休みです。ボ

ランティアに初めて参加し勉強させていただきました」と感想を述べ

られました。 

前回行った時は、中野駅近くコンビニが被害を受けて閉店してましたが、今日は通常営業に戻ってい

たので嬉しくなりました。道端に出されていた家財道具も、量が少なくなっていました。少しずつ進んで

いるなと思いました。 

西日本豪雨災害支援に関わる広島県への要望書の提出について 

１、広島県県要請 

（１）日時:２０１８年７月２４日（火）１３時～ 

（２）場所:県庁内（会場は７月２３日に決定しますので、後日連絡します） 

（３）内容:災対連による県への要望書の提出、及び説明 

２、記者会見  

（１）日時：７月２４日（火）１４時～ 

（２）場所：県政記者クラブ  


